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注
意
が
必
要
な
害
虫
と
は
！？

マ
メ
類
（
主
に
イ
ン
ゲ
ン
・
エ
ン
ド

ウ
・
ソ
ラ
マ
メ
）
に
共
通
し
て
発
生

す
る
害
虫

①
モ
ザ
イ
ク
病
を
伝
染
す
る

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　

マ
メ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ソ
ラ
マ
メ
ヒ
ゲ
ナ

ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ヒ
ゲ
ナ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
エ
ン
ド
ウ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ア
ブ

ラ
ム
シ
な
ど
が
３
～
６
月
と
９
～
11
月
に

発
生
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
モ
ザ
イ

ク
病
を
伝
染
す
る
の
で
防
除
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
飛
来
が
多
い
時
期
に
は
防
虫
ネ
ッ

ト
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
育
苗
中

や
定
植
直
後
に「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ
ト
」な
ど

で
ト
ン
ネ
ル
が
け
し
ま
す
。
ま
た
、
畝
面

の
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
も
効
果
的
で
す
。

発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
マ
メ
類
（
未

成
熟
）
に
登
録
の
あ
る
ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤

な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

②
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は

　
多
発
す
る
と
株
の
生
育
が

　
衰
え
る

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ネ
ギ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
、
ダ
イ
ズ
ウ
ス
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
な
ど
が
５
～
11
月
に
発
生
し
ま
す
。
成

虫
と
幼
虫
が
葉
を
食
害
し
、
葉
が
点
々
と

白
く
カ
ス
リ
状
に
な
り
ま
す
。
発
生
が
多

い
場
合
に
は
、
葉
全
体
が
褐
色
と
な
っ
て

株
の
生
育
が
衰
え
、
マ
メ
莢さ

や

の
表
面
も
褐

色
と
な
り
硬
化
し
ま
す
。
発
生
が
見
ら
れ

た
ら
、
マ
メ
類（
未
成
熟
）に
登
録
の
あ
る

デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

③
天
敵
に
弱
い
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

　

体
長
１
～
２
㎜
の
黄
色
の
ウ
ジ
ム
シ
が

葉
の
中
を
食
い
進
み
、
そ
の
痕
が
白
い
筋

に
な
る
の
で
、
エ
カ
キ
ム
シ
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
成
虫
は
２
㎜
の
小
さ
な
ハ
エ
で
、

ナ
モ
グ
リ
バ
エ
、
マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
、

エ
ン
ド
ウ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
な
ど
が
発
生
し

ま
す
。
寄
生
バ
チ
な
ど
土
着
天
敵
が
よ
く

働
く
の
で
、
天
敵
に
影
響
の
少
な
い
薬
剤

を
選
択
し
て
使
用
し
ま
す
。
発
生
が
多
い

場
合
は
、
マ
メ
類（
未
成
熟
）に
登
録
の
あ

る
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
（
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
は

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
で
登
録
）、デ
ィ
ア
ナ

Ｓ
Ｃ
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

④
ハ
ダ
ニ
類
は
梅
雨
明
け
後
の

　
大
発
生
に
注
意

　

体
長
１
㎜
ほ
ど
で
、
赤
色
の
カ
ン
ザ
ワ

ハ
ダ
ニ
、
淡
緑
色
の
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
が
４
～

11
月
に
発
生
し
ま
す
。
葉
裏
か
ら
吸
汁
す

る
の
で
、
そ
の
部
分
が
斑
紋
の
よ
う
に
色

が
抜
け
、
葉
全
体
が
白
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、

部
分
的
に
黄
色
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
発

生
が
多
く
な
る
と
次
第
に
株
全
体
に
広
が

り
、
褐
変
し
て
枯
死
し
た
被
害
葉
が
増
加

し
ま
す
。
梅
雨
明
け
後
に
発
生
が
多
く
な

り
ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合
は
、
マ
メ
類

（
未
成
熟
）に
登
録
の
あ
る
コ
ロ
マ
イ
ト
乳

剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

⑤
大
量
に
卵
を
産
み
つ
け
る

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

　

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
と
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ

ト
ウ
が
８
～
10
月
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
（
ヨ
ト

ウ
ガ
の
幼
虫
）
が
５
～
６
月
と
10
月
ご
ろ

に
発
生
し
ま
す
。
成
虫
が
卵
を
１
０
０
～

２
０
０
ほ
ど
の
卵
塊
で
産
卵
す
る
た
め
、

幼
虫
は
集
団
で
葉
を
食
害
し
ま
す
。
幼
虫

は
大
き
く
な
る
と
体
長
３
～
４
㎝
と
な
り
、

昼
間
は
土
の
中
に
潜
み
、
夜
間
に
地
上
に

現
れ
て
葉
を
暴
食
し
ま
す
。
発
生
が
見
ら

れ
た
ら
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
で
は
マ
メ
類

（
未
成
熟
）に
登
録
の
あ
る
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
、

プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

⑥
莢
の
中
に
入
っ
て
マ
メ
を

　
食
害
す
る
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

　

成
虫
は
前ぜ

ん

翅し

長
20
㎜
、
青
紫
色
の
蝶
で

す
。
幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
15
㎜
、

全
体
は
長
楕
円
形
で
横
か
ら
見
る
と
や
や

扁
平
で
す
。
体
色
は
緑
色
。
幼
虫
が
マ
メ

莢
の
中
に
食
入
し
、
マ
メ
を
食
害
し
ま
す
。

年
６
～
７
回
発
生
し
、
９
～
11
月
に
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合
に

は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
、
ベ
ニ
カ
Ｓ
乳
剤

な
ど
を
て
い
ね
い
に
散
布
し
ま
す
。

害
　
虫
　
編

第21回小規模菜園向け
誰でもできるお手軽病害虫対策

最終回 インゲン・エンドウ・
ソラマメ

（木村　裕　原図）

（木村　裕　原図）

（木村　裕　原図）（木村　裕　原図）

ソラマメに発生するマメアブラムシ

ソラマメに発生する
ソラマメヒゲナガアブラムシ

ナモグリバエによるエンドウの被害

インゲンに発生するハスモンヨトウ

ソラマメに発生するマメアブラムシ

アザミウマ類によるインゲンの被害

ハダニ類によるインゲンの被害

フジマメに発生するウラナミシジミ
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注
意
す
る
病
気
と
対
策

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ

①
激
し
い
病
徴
で
は

　
枯
死
す
る
炭た

ん

疽そ

病

　

６
～
７
月
の
降
雨
の
多
い
時
期
に
発
生

が
増
加
し
ま
す
。
葉
や
葉
柄
で
は
、
黒
褐

色
で
凹
ん
だ
条
斑
を
生
じ
、
葉
は
萎
縮
や

奇
形
に
な
り
、
激
し
い
場
合
は
枯
死
、
脱

落
し
ま
す
。
莢さ

や

で
は
周
辺
部
が
赤
褐
色
～

黒
褐
色
で
、
内
部
が
暗
褐
色
の
斑
点
を
生

じ
、
病
斑
の
中
央
部
に
小
黒
点
を
形
成
し

鮭
肉
色
の
粘
液
物
を
生
じ
ま
す
。

　

防
除
対
策
で
は
、
発
病
初
期
に
ト
ッ
プ

ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
を
散
布
し
ま
す
。

②
か
さ
枯が

れ

病
は
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ

　
の
要
注
意
病
害

　

６
月
ご
ろ
、
風
雨
の
多
い
時
期
に
発
生

が
増
え
る
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
重
要
病
害
で

す
。
は
じ
め
、
葉
に
周
縁
部
が
黄
緑
色
の

か
さ
を
と
も
な
っ
た
赤
色
の
小
斑
点
を
生

じ
、
や
が
て
赤
褐
色
多
角
形
で
水
浸
状
の

病
斑
が
で
き
ま
す
。
莢
で
は
、
周
辺
部
が

赤
褐
色
の
濃
緑
色
円
形
斑
点
を
生
じ
ま
す
。

　

防
除
対
策
で
は
、
発
病
初
期
に
Ｚ
ボ
ル

ド
ー
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
・
実
エ
ン
ド
ウ

③
多
湿
環
境
で
大
発
生
す
る

　
灰
色
か
び
病

　

エ
ン
ド
ウ
の
咲
き
終
わ
っ
た
花
弁
か
ら

感
染
し
、
莢
に
広
が
っ
て
腐
敗
し
ま
す
。

葉
や
茎
に
も
発
生
し
、
茎
で
発
生
す
る
と

そ
の
上
部
が
萎い

凋ち
ょ
う

し
、
枯
死
し
ま
す
。
多

湿
条
件
で
多
発
す
る
の
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培

で
は
換
気
し
て
湿
度
を
低
く
管
理
し
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
、
発
生
が
多
い
場
合

に
は
、
セ
イ
ビ
ア
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
20
な
ど

を
散
布
し
ま
す
。

④
褐か

つ

紋も
ん

病
は
寒
冷
紗
被
覆
時
に

　
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

　

４
月
以
降
の
降
雨
の
多
い
時
期
に
発
生

が
増
加
し
ま
す
。
葉
・
茎
・
莢
・
種
子
に

被
害
が
発
生
し
、
葉
で
は
は
じ
め
、
黒
褐

色
の
小
斑
点
が
で
き
、
や
が
て
拡
大
し
て
、

周
辺
淡
褐
色
中
央
部
が
黒
紫
色
で
輪
紋
の

あ
る
病
斑
を
生
じ
ま
す
。
莢
で
は
円
形
黒

色
の
小
型
病
斑
を
生
じ
、
表
面
が
そ
う
か

状
で
や
や
隆
起
し
て
い
ま
す
。
茎
で
は
、

黒
紫
色
・
黒
褐
色
、
紡
錘
形
の
病
斑
が
多

数
生
じ
、
激
し
い
時
は
萎
凋
枯
死
し
ま
す
。

　

発
病
初
期
に
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ

ル
、
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
な
ど
を
散
布

し
ま
す
。

ソ
ラ
マ
メ

⑤
罹り

病
植
物
の
残
さ
が

　
発
生
源
と
な
る
赤せ

き

色し
ょ
く

斑は
ん

点て
ん

病

　

被
害
は
５
～
６
月
ご
ろ
に
か
け
て
見
ら

れ
、
は
じ
め
、
葉
、
茎
、
莢
に
赤
褐
色
で

１
～
２
㎜
の
小
斑
点
を
生
じ
、
や
が
て
融

合
し
て
、
濃
い
赤
褐
色
で
中
央
部
が
凹
ん

だ
病
斑
と
な
り
ま
す
。
茎
で
は
病
斑
が
融

合
し
て
、
細
長
い
病
斑
と
な
り
、
葉
で
も

大
型
病
斑
が
生
じ
ま
す
。

　

病
原
菌
は
灰
色
か
び
病
菌
で
、
防
除
薬

剤
と
し
て
は
発
病
初
期
に
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
を

散
布
し
ま
す
。

⑥
多
発
で
は
防
除
が
難
し
い

　
さ
び
病

　

４
月
ご
ろ
か
ら
葉
に
や
や
青
み
を
帯
び

た
白
色
小
斑
点
が
生
じ
、
や
が
て
盛
り
上

が
っ
た
褐
色
の
病
斑
に
な
る
。
表
皮
が
破

れ
る
と
中
か
ら
黄
褐
色
の
胞
子
が
飛
散
し

ま
す
。
病
斑
は
下
位
葉
か
ら
次
第
に
上
位

葉
に
広
が
り
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
、
発
病
初
期
に
ジ
マ

ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
を
散
布
し
ま
す
。

病
　
害
　
編

大阪府立環境農林水産総合研究所

草
くさ

刈
かり

　眞
しん

一
いち

、柴
しば

尾
お

　学
まなぶ

　インゲン、エンドウ、ソラマメは、酸性土壌や連作を嫌います。水はけのよい土壌に
作付けましょう。春先は病害虫の発生が増加するので、早めの薬剤散布を心掛けます。

インゲンの炭疽病（莢の病徴）

インゲンのかさ枯病（葉の病徴）

（岡田　清嗣　原図）

エンドウの灰色かび病（莢に発病）

ソラマメの赤色斑点病（茎に発生）

インゲンのかさ枯病（葉の病徴）

エンドウの褐紋病（株全体に発生）

ソラマメのさび病（葉の病徴）

ソラマメの赤色斑点病（葉の病徴）

※ご愛読いただきました「小規模菜園向け誰でもできるお手軽病害虫対策」は
　今回が最終回となります。長い間ありがとうございました（編集部）。 2017 タキイ最前線 秋種特集号　75


